
2021 年（令和 3 年）7 月 3 日（土）	 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU	 ［教　育］　　(12­­)

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ 

㊷  

7 月

文
ふみづき

月

　
昨
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家

で
過
ご
す
時
間
が
劇
的
に
増
え

た
。
休
校
が
解
除
さ
れ
た
後
も

最
終
下
校
時
刻
が
早
ま
り
、
高

校
生
の
長
女
も
ま
っ
す
ぐ
家
に

帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
放
課
後
の
部
活

と
塾
で
帰
宅
は
夜
に
な
っ
て
か

ら
だ
っ
た
か
ら
、
夕
方
早
々
に

「
た
だ
い
ま
」
の
声
を
聴
い
た

と
き
は
、
何
と
も
新
鮮
。
た
い

へ
ん
な
日
々
の
な
か
で
、
ギ
フ

ト
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
瞬
間
だ

っ
た
。

季
語
＝
涼
し(

夏)

朝
涼(

あ

さ
す
ず)

、
夕
涼(

ゆ
う
す
ず)

、

晩
涼
、
夜
涼
、
涼
夜
、
涼
雨
、

涼
風
、
庭
涼
し
、
燈
涼
し
、
影

涼
し
、
月
涼
し
、
と
い
っ
た
傍

題
が
あ
る
。
夏
の
暑
さ
の
な
か

で
は
、
涼
気
が
意
識
さ
れ
や
す

く
、
わ
ず
か
な
涼
し
さ
も
快
く
、

深
く
印
象
に
残
る
。

＊

＊

＊

　
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
、
夏
気
分

も
萎
ん
で
し
ま
っ
た
。
風
鈴
も

あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
が
な

く
、
夏
の
終
わ
り
に
見
か
け
た

時
は
、
少
し
寂
し
気
に
見
え

た
。
妙
に
申
し
訳
な
い
よ
う
な

気
が
し
て
、
今
年
は
風
鈴
を
ひ

と
つ
、
梅
雨
明
け
か
ら
窓
辺
に

吊
る
し
て
み
よ
う
か
な
、
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
懐

か
し
い
夏
気
分
を
す
こ
し
取

り
戻
せ
そ
う
だ
。

季
語
＝
風
鈴(

夏)

鉄
や
陶
器
、

ガ
ラ
ス
、
貝
殻
等
で
作
ら
れ
た

つ
り
が
ね
形
の
小
さ
な
鈴
。
風

が
吹
く
と
心
地
よ
い
音
を
出

す
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て

い
る
。
涼
し
気
な
音
が
、
暑
気

を
忘
れ
さ
せ
る
。

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

最終応募 10月末まで

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

た
だ
い
ま
に
お
か
へ
り
重か
さ

ね
夕ゆ
う

涼す
ず

し

風ふ
う
り
ん鈴
の
も
う
ひ
と
あ
ば
れ
し
た
さそ

う
に

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

（
児
童
・
生
徒
数
１
０
９
人
）

は
６
月
19
日
、
今
年
度
の
修
了

式
と
卒
園
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
っ
た
。
修
了
式
は
保
護
者
も

観
覧
す
る
な
か
、
全
児
童
・
生

徒
が
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
画
面
上

に
出
て
き
て
名
前
を
呼
ば
れ
、

担
任
が
１
年
間
頑
張
っ
て
き
た

生
徒
に
労
い
の
言
葉
を
か
け

た
。
皆
勤
賞
の
児
童
・
生
徒
の

名
前
を
発
表
後
、
写
真
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
を
上
映
し
た
。

　
初
等
部
の
卒
園
式
は
、
卒
園

生
７
人
の
入
園
当
初
か
ら
の
歩

み
を
ス
ラ
イ
ド
で
写
し
、
小
さ

か
っ
た
友
達
の
写
真
の
数
々
を

懐
か
し
ん
だ
。
卒
園
表
彰
は
担

任
が
卒
園
生
の
名
前
を
呼
ぶ
時

に
画
面
上
に
映
し
出
さ
れ
、
最

後
は
卒
園
生
が
学
園
生
活
で
の

楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
在
園
生

へ
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　
中
等
部
の
卒
園
式
で
は
、
卒

園
生
６
人
が
学
校
生
活
を
支
え

て
く
れ
た
親
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
送
っ
た
。
修
了
式
と
卒
園
式

に
先
立
ち
、
初
等
部
は
児
童
各

自
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動

画
を
事
前
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。

家
庭
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
動
画

を
鑑
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
感

想
を
述
べ
合
っ
た
。
ま
た
、
中

等
部
・
高
等
部
は
ズ
ー
ム
を
利

用
し
、
各
生
徒
が
ス
ピ
ー
チ
発

表
を
行
っ
た
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com
オ
ン
ラ
イ
ン
修
了
式
・
卒
園
式

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
菱
沼
省
二
校
長
）
の
中

等
部
27
人
は
例
年
、
学
校
間
交

流
と
し
て
春
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
国
際
学
校(

Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｓ)

を
訪
れ
、
冬
は
本
校
に
招

待
し
て
交
流
を
深
め
て
き
た
。

今
年
は
６
月
15
日
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
学
校
間
交

流
を
行
っ
た
。

　
互
い
の
学
校
で
準
備
を
し
た

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
や
日
本
文
化
に
つ
い

て
の
ク
イ
ズ
、
そ
し
て
２
校
が

混
ざ
っ
て
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れC
harades

を
行
っ
た
。
英

語
や
日
本
語
で
の
会
話
を
交
え

る
こ
と
で
、
相
互
に
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
。

国
連
国
際
学
校
と
Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
校
間
交
流

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
（
濟
藤
和
彦
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
）
は
６
月
13
日
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｌ
部
生
徒
21
人
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
開
催
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｌ
コ
ー
ス
は
日
本
語
を
母
語
と

し
な
い
小
学
生
か
ら
高
校
生
の

生
徒
達
が
、
日
本
語
と
文
化
を

学
ん
で
い
る
。
生
徒
２
人
が
日

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
司
会
で
進

行
し
、
審
査
員
や
教
員
、
元
教

員
、
卒
業
生
な
ど
が
世
界
各
地

か
ら
参
加
し
た
。

　
ス
ピ
ー
チ
は
年
齢
・
日
本
語

レ
ベ
ル
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、
３

ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
が
「
私
の
好

き
な
動
物
」
「
10
年
後
の
私
へ
」

「
日
本
で
私
が
行
き
た
い
と
こ

ろ
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
ダ
ニ

エ
ル
・
ノ
ヴ
ォ
セ
ー
ロ
フ
君
。

「
日
本
で
私
が
行
き
た
い
と
こ

ろ
　
鎌
倉
」
で
、
鎌
倉
に
ま
つ

わ
る
歴
史
や
文
化
を
堂
々
と
紹

介
し
た
。
そ
の
後
、
国
連
学
校

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
発

表
、
小
川
ジ
ュ
リ
ア
ン
君
の
卒

業
式
な
ど
も
行
わ
れ
、
最
後
に

各
ク
ラ
ス
の
担
任
、
ゲ
ス
ト
の

挨
拶
で
幕
を
閉
じ
た
。

スピーチコンテスト
プリンストン日本語学校

感
謝
の
言
葉
や
発
表
自
在
に




